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第第５５学学年年「「国国語語」」学学習習指指導導案案  指導者 岡田 博元 

２月１５日（土） １階多目的室 １０：００～１０：４０（話し合い １１：００～１１：４５） 

 

1 単元名 アンサンブルを読む 教材名「たずねびと」から「ワタシゴト」へ 

2 単元について 

単元 

目標 

・文中の大事な言葉に着目して自分なりの解釈を立ち上げる 

・複数テキストを関連づけることによって、自身の解釈を補強する 

（1）戦争児童文学を読む 

R６年度版国語教科書では、戦争を知らない子どもが広島を知っていくことを通して戦争の傷跡を垣

間見るタイプの作品が登場している。文学として扱うため、人物や場面の変化、色や象徴などのモチー

フが扱われるが、時代背景を含めて「この教材をどこまで読むのか」実践者が頭を悩ませることが多い。 
「なぜ教室で戦争児童文学を読むのか」という問いに関わって、戦争を知らない大人と子どもが「作

品の言葉」を借りて想像することが「読む」という行為を見直す鍵になると考えた。それは作品を「戦

争の記憶を与える」資料ではなく、「戦争の記憶を解釈する」テキストとして位置づけることでもある。 

（2）アンサンブルを読む言語活動 

 本単元では「たずねびと」を入口に複数テキストを選択的に読むことで、戦争の記憶をそれぞれに解

釈していく展開を構想した。読書単元か読解単元かを区別せずに「複数の作品の言葉」を関連付けなが

ら、それぞれの読者が書かれたことばとの出会い方を更新していくことが課題となる。 

 単元名をアンサンブルとしたのは個々の読みが合わさることで教材群が解釈を促す多義的なテキスト

になっていくと考えたからである。副教材「ワタシゴト 14 歳のひろしま」シリーズは、修学旅行で広

島との接点をもった中学生が、場所やモノといったモチーフを通してその出会いを私事にしていく様が

描かれている。現在の生活に葛藤を抱えながら戦争の記憶と出会う登場人物の姿は、平和だけれども満

たされない現代を生きる私たちがそこから何を問題視していくのかとも二重のつながりがある。 

 このような単元を支えるのは、これまで重ねてきた二つの学習経験である。一つは文章への着眼点を

「読みの観点」として整理し、いろいろな文章で活用できるようにしてきたことである。複数テキスト

を扱う今回は、「（他のテキストのことばと）関連付ける」ことが解釈を更新していく鍵になる。二つ

目は作品の面白さを自分なりの視点で 400 字にまとめる読書紹介文である。登場人物や設定を短い言葉

で説明し、着眼点となる言葉を中心に綴る紹介文は、作品内のことばと別の作品のことばを関連付けて

いく窓口になる。これらを通して、解釈や問いの変化が見える読書ノートを考えていきたい。 

33 学習指導計画（全 12 時間 本時７/12）  

①「たずねびと」を読み、気になるところに印をつけて、扉のページをつくる      2 時間 

②他の作品を関連付けて読むことを知り、選択した作品を読んで「たずねびと」との関連や作中の 

ことばに立ち止まって、400 字程度の読書紹介文（スライド）を書く         3 時間＋α 

③紹介文を聴き、さらに知りたいテーマや深めたい問いを意識して次の作品を選ぶ  2 時間（本時） 

④紹介文をもとに次の教材を選び、教材毎のグループで読書ノートをつくる       3 時間＋α 

⑤「たずねびと」に戻って、最後の場面を読み、自分の学びをふり返る         2 時間 

4 本時の学習について 

（１）本時のねらい 

 ・紹介文を聴き合い、さらに知りたいテーマや深めたい問いを明らかにする 

（２）予想される本時の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

1 本時の流れと目的を知る 

 

2 紹介文の紹介を聞く 

「描く」「演じる」紹介文 

 

3 次に手に取る作品を選ぶ 

・次の作品を選ぶために、「関連付けること」と「問いをもつこ

と」を意識して紹介を聞くことを促す 

・話し手の関心や立ち止まった言葉をもとに、作品の設定や魅力

について想像を広げる 

・作品に関連のある資料について、教材群から紹介する 

・今の自分の関心や問いを書き込み、2作品目を手に取る 

□話し合いで話題にしたいこと 新しい戦争児童文学作品の扱いと教材群で読むことの可能性 

第第５５学学年年「「社社会会」」学学習習指指導導案案  授業者 岩坂 尚史 
２月１５日（土） ４階 A 室  １０：００～１０：４０ （話し合い １１：００～１１：４５） 
 
１ 単元名 人工知能と向き合う～情報を受けとる<私>と<私たち>～ 

２ 単元について 

我が国の産業と情報とのかかわりについての学習をする本単元において、より市民性を育むためにど

うすればよいか。 

まずは、放送、新聞などの産業は、国民生活に大きな影響を及ぼしていることを子どもたちが理解す

ることを目指していく。そして、それらの産業だけでなく、個人が情報を発信する事例について考えて

いく。近年の状況として SNS 等の普及が広がり、より多くの人が情報を発信できるようになっている。

しかし、正確性や信憑性等について吟味された情報かどうかが判断しにくく、その情報によって社会に

大きな影響を及ぼす例もあり、社会全体で考えなければならない問題だといえる。 

情報通信技術の進展は発信する際だけでなく、様々な情報を受け取る状況にも変化をもたらしてい

る。インターネットを通じて情報を得る際には、人工知能がビックデータを分析し一人ひとりの嗜好に

あった情報が送れる（レコメンデーション）ようになり、自身の関心以外の情報に触れる機会が少なく

なっている（フィルターバブル）。また、生成 AI がもたらす文章や画像等には誤った情報が含まれる

（ハルシネーション）ことも懸念しなければならない。そして、それらを利用した発信者となる可能性

もある。 

そして、情報通信技術の進展は、民主主義社会にも大きな影響を及ぼしている。2013 年の公職選挙

法の改正に伴い、インターネットを使うことが解禁された。近年の選挙では、テレビや新聞等の公共性

の高いとされていたメディアから発信される情報と SNS 等から入手する情報の内容が両極端となり、選

挙結果の分断が大きくなることも生じている。情報の受け手としてルールやマナーを守ること以上に、

情報にいかに向き合っていくかについて民主主義社会を担う一員としての判断が重要となる。 

本単元を通して、次代の民主主義社会を担う子どもたちとともに考えたいことは、情報源の出所だけ

で信頼できる情報だと決めつけずに複数の情報から判断しようとすること、自身の価値観や信条とは相

違する情報についても考えようとすること、情報化の進展により様々な情報を得やすくなることで多様

な声に触れやすいということを再確認することなどである。そして、この「社会」での学びが子どもた

ちの生活やコミュニティを見つめ直すきっかけにもなってほしいとも願う。 

それは、普段モバイル端末を利用している可能性が高いそれぞれの<私>が、他者(ひと)・資料(も

の)・社会的事象(こと)とかかわり、対話することを通して複眼的に社会的事象を捉え、社会だけでな

く自己のあり方を更新することにつながる。これは、<私>から<私たち>へと思考が広がっていくことで

あり、社会部の研究主題である「生活社会を問い直す」とかかわりが深いと考える。 
３ 学習指導計画（１３時間目／全１４時間） 

第 1 時…<私>や<私たち>と、情報についてのかかわりについて考える（2 時間） 

第 2 時…放送局を事例として、放送、新聞などの産業は、多種多様な情報を収集・選択・加工して提供

していることを理解するため、情報を集め発信するまでの工夫や努力などに着目して、調べる（4 時間） 

第 3 時…インターネットから得る情報について調べ、社会への影響について調べる（4 時間） 

第 4 時…それらの情報についてメリット・デメリットで整理する（1時間） 

第 5 時…情報を受け取る<私>や<私たち>はどのように向き合っていけばよいかについて考える（本時） 

第 6 時…情報の向き合い方はどうあるべきかについて複眼的に自身の意見を書く（1 時間） 

４ 本時の活動について 

（１）本時のねらい 

情報のメリット・デメリットを整理したことを踏まえ、それらは本当にメリットなのかデメリットな

のかについて、<私>の思いを聴き合うことを通して複眼的にとらえ、<私たち>の視点で考える。 

（２）予想される本時の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 
１ 産業や個人が発信する情報についてメリッ
ト・デメリットで整理する。 
２ それらが本当にメリット・デメリットなの
かについて互いの考えを聴き合う。 

〇問題点をわかりやすく整理して提示する。 
〇「発信される情報をいかに受け取るかが重要」
「フィルターバブル等は本当にデメリットか」
等について考えることができるようにする。 

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

判断のもととなる情報の真偽が難しくなる次代では、何を根拠として社会問題を考えていけばよいか。  

－ 128 － － 129 －




